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■ 『家の光文化手帖』（1955年）表紙より。
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戦
後
の
農
村
に
生
き
る
人
び
と
、

そ
の
精
神
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に
迫
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資
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の
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を
厳
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し
た
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の
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子守りをしながら雑誌をみる（写真・熊谷元一
「雑誌３」1952年。熊谷元一写真童画館提供）
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�r
†�� ◎ ��†�,�H�° （大阪大学大学院准教授）

�'���A�� ◎ �������
������ 円
          （揃本体 295,000 円＋税 10％）
���Š�� ◎ �『日本４Ｈ新聞』第15号〜第707号（1952

年9月4日〜 1973年3月24日）（日本４Ｈ
協会 発行）／『４Ｈクラブの研究』（日本力
行会、1949年）／『４Ｈクラブの理念と方
式』（永田稠、日本力行会、1949年）ほか。

�.�K�� ◎ �B ４・Ａ４判（２面付）／角背上製／各約 300 頁／総約 3200 頁

����Š��

�H�
�s
��Š・ 
¶���è
（第 8-10 巻）

揃定価  �����
������円
揃本体81,000円＋税10％

2024年
12月

�*�4�#�/������������
����������������������

�H �� �s
��Š・ 
¶���è
（第 4-7 巻）

揃定価�������
������円
揃本体108,000円＋税10％

2025年
4月

�*�4�#�/������������
����������������������

�H �� �s
��Š・ 
¶���è
（第 1-3 巻・別巻）

揃定価�������
������円
揃本体106,000円＋税10％

2025年10月
（予定）

�*�4�#�/������������
����������������������

戦後から 1980 年代に至るまでの、農村地域の変化を捉える重要資料を精
選、復刻していくシリーズ「資料 戦後日本の農業と地域」。
農業史はもちろん生活運動、共同組合運動、女性・ジェンダー問題、社会学、
メディア研究など、多様な視点から現在を考えるうえで有効な資料を発掘、
復刻していく充実のシリーズです。戦後の農山漁村はいかなるものであっ
たか？　そこに生きた生身の人びとの実態に迫り、これから「農」にたず
さわるすべての人が未来を構想するための基礎資料として。

�

�°
î��
[���Ô�Š����	ý�	�±
全 10 巻・別巻１

上記
参照

揃定価 �������
������円
揃本体295,000円＋税10％

解説  �†�,�H�°
大阪大学大学院准教授

��
�°�ö���q���=�•�H�w�«
�Ð�*�¿�‰
¬�±
全 4 巻

2025年
9月予定

揃定価 �������
������円
揃本体100,000円＋税10％

解説  �T�±
Y
™
大阪商業大学准教授

��
�° 
“�™�ö
S�� �G
	�¾�'�¿�‰ �±
（仮）全 2 巻

2026年
春予定

揃予価   �����
������円
揃本体60,000円＋税10％

解説  �•�{	i�™
京都大学教授

��
�°�™�‰��
“�™�~�µ�q�ö�À

î�µ�q�^�± （仮）
全 8 巻

2026年
秋予定

揃予価 �������
������円
揃本体180,000円＋税10％

解説  �
�{�\�Ì
東洋大学准教授

��
�°�þ�Â
ü�r�w�ö��	•
Q�™
�y�•��
Y� �¶�^	B�± （仮）
全１巻

2026年
春予定

予価 �����
������円
本体20,000円＋税10％

解説  �G�ó
Y��
横浜国立大学名誉教授

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
の
熊
谷
元
一
氏
に
よ
る
写
真
は
本
資
料
選
に
は
収
録
し
て
い
ま
せ
ん
。

���‘�å�æ�‚
�¿�‰��
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¯���†�,�H�°�£

戦後の農業改良普及事業と結びついて全国的
な広がりをみせた４Ｈ運動。農民の民主化と
経済発展に大きな役割を果たしたその全貌を
伝える重要資料。



読
書
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

―

戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
に
い
た
る
農
村
の
人
び
と

そ
の
意
識
と
行
動
を
照
ら
す
は
じ
め
て
の
試
み

―

　
一
九
世
紀
末
以
後
の
日
本
は
産
業
革
命
を
通
じ
て
工
業
を
発
展
さ
せ
つ
つ
も
、
農
家
・
農
村
の
規
模
を
維
持

し
た
。
農
村
部
へ
の
居
住
者
が
総
人
口
の
半
数
以
下
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
世
紀
半
ば
高
度
成
長
期
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
近
代
史
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
個
性
で
あ
り
、
戦
後
と
い
う
時
代
こ
そ
が
そ
の

重
大
な
変
化
の
時
期
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
過
程
で
、
農
業
・
農
村
・
農
家
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
役
割
が
託
さ
れ
て
き
た
。
敗
戦
直
後
に
は
食

糧
不
足
、
過
剰
人
口
と
い
っ
た
当
時
の
社
会
的
危
機
の
解
決
が
委
ね
ら
れ
、
高
度
成
長
期
に
は
土
地
・
人
・
食

料
を
都
市
に
提
供
し
た
。
高
度
成
長
期
以
後
も
、
日
本
が
国
際
化
を
遂
げ
る
な
か
で
農
産
物
自
給
は
重
要
な
争

点
で
あ
り
続
け
た
。
し
か
し
戦
後
八
〇
年
が
経
過
し
よ
う
と
す
る
今
、
深
刻
化
す
る
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
結

果
、
も
は
や
農
業
後
継
者
の
確
保
の
域
を
越
え
て
、
地
域
社
会
の
持
続
性
そ
の
も
の
が
疑
問
に
附
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
食
生
活
の
変
化
に
と
も
な
う
自
給
率
の
低
下
が
食
糧
安
保
の
観
点
か
ら
危
機
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。〔
中
略
〕
私
た
ち
は
こ
こ
に
、
農
業
・
農
村
・
農
政
、
そ
し

て
農
に
た
ず
さ
わ
る
人
び
と
の
歴
史
を
捉
え
、
い
ま
に
向
き
合
い
、
未
来
を
構
想
す
る
手
が
か
り
と
な
る
よ
う

に
、「
資
料 

戦
後
日
本
の
農
業
と
地
域
」
を
刊
行
す
る
。

　
本
資
料
シ
リ
ー
ズ
は
、
特
定
の
結
論
を
導
き
出
す
た
め
の
資
料
と
い
う
よ
り
、
共
に
考
え
る
た
め
の
資
料
を

復
刻
す
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
公
文
書
か
ら
民
間
の
記
録
に
至
る
ま
で
、
多
彩
な
資
料
を
提
示
す
る
こ
と

で
多
面
的
な
議
論
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
。〔
中
略
〕

　
過
去
を
歴
史
と
し
て
捉
え
て
い
く
た
め
に
は
資
料
が
必
須
で
あ
る
。
刊
行
さ
れ
る
本
資
料
シ
リ
ー
ズ
を
手
に

取
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
こ
の
社
会
で
営
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た
農
を
め
ぐ
る
努
力
や
創
意
工

夫
の
歩
み
を
受
け
継
ぎ
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
展
望
し
て
い
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
発
行
を
、
そ
の

第
一
歩
と
し
た
い
。�

（
や
す
お
か 

け
ん
い
ち
・
大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授
）

　
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
こ
ろ
ま
で
の
日
本
社
会
で
は
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
農
業
や
農
村
の
比
重
が

高
く
、
農
業
問
題
は
農
地
改
革
や
生
活
改
善
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
同
時
代
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。
ま
た
、

一
九
八
〇
年
代
こ
ろ
ま
で
、
農
業
問
題
は
、
歴
史
研
究
や
現
状
の
研
究
の
重
要
な
課
題
だ
っ
た
が
、
日
本
社
会

に
お
け
る
農
業
の
地
位
の
低
下
に
と
も
な
い
、
農
業
問
題
に
対
す
る
関
心
も
小
さ
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
と

き
に
「
資
料 

戦
後
日
本
の
農
業
と
地
域
」
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
戦
前
・
戦
後
の
農
業
問
題
に
関
心

を
も
っ
て
き
た
一
人
と
し
て
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
期
待
を
抱
く
の
は
、
農
業
問
題
の
新
た
な
資
料
の
発
掘
と
読
解
が
進
む
予
感
か
ら
で
あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
は

『
復
刻
版 

日
本
４
Ｈ
新
聞
』
と
農
村
に
お
け
る
読
書
調
査
や
報
告
書
類
、
つ
い
で
戦
後
農
政
史
料
と
し
て
「
大

臣
引
継
資
料
」
と
農
業
復
興
会
議
の
資
料
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
今
ま
で
ま
と
ま
っ
て
閲

覧
す
る
こ
と
の
難
し
か
っ
た
資
料
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
発
掘
と
刊
行
は
、
農
業
問
題
へ
の
新
た
な
関
心
を
呼
び

起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
感
を
抱
い
て
い
る
。

　
こ
の
予
感
を
抱
く
の
は
、
今
回
の
資
料
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
・
解
説
に
は
、
安
岡
健
一
氏
を
は
じ
め
、
農
業
問

題
を
研
究
す
る
は
ば
広
い
中
堅
・
若
手
研
究
者
が
加
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
に
よ
る
解
説
で
は
、
資
料
に

ふ
さ
わ
し
い
読
解
の
一
端
を
示
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。〔
中
略
〕
こ
こ

で
の
資
料
の
発
掘
と
読
解
か
ら
、戦
後
日
本
社
会
の
新
た
な
歴
史
像
が
描
き
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

お
お
い
に
期
待
を
寄
せ
た
い
。�

（
お
お
か
ど 

ま
さ
か
つ
・
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）

刊
行
に
あ
た
っ
て  

坂
口
正
彦

　
『
農
村
と
文
化　
家
の
光
調
査
資
料
選
』（
資
料
戦
後
日
本
の
農
業
と
地
域
２
）
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
農
村
と
文
化
、
な
か
で
も
読

書
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
、
農
村
に
生
き
た
人
び
と
の
精
神
の
あ
り
よ
う
に
迫
る
も
の
を
精
選
し
た
。
対
象
時
期
は
一
九
五
〇
〜
六
二
年

と
し
た
。
そ
れ
は
テ
レ
ビ
普
及
以
前
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
読
書
が
よ
り
重
く
自
ら
の
生
を
規
定
す
る
存
在
で
あ
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。

　
収
録
す
る
の
は
主
に
「
家
の
光
調
査
資
料
」
と
呼
ば
れ
る
冊
子
群
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
の
光
協
会
が
農
村
部
の
読
書
活
動
に
つ
い
て

調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
の
『
農
村
の
生
活
及
び
思
想
状
況
の
調
査
』
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
の
調
査
は
、
戦
後
農
村
に
生

き
た
人
び
と
が
「
い
か
に
」「
な
ぜ
」「
ど
れ
ほ
ど
」
読
書
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
人
生
」
の
な
か
で
読
書
が
い
か
な
る
意
味

を
も
っ
て
い
た
の
か
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
資
料
群
で
も
あ
る
。

　
そ
の
一
端
を
示
し
て
み
よ
う
。『
農
村
に
お
け
る
雑
誌
読
者
の
生
態
に
関
す
る
考
察
』（
一
九
五
四
年
）、『
農
村
人
の
都
市
観
に
関
す

る
調
査
』（
一
九
五
六
年
）、『
農
村
婦
人
の
労
働
と
読
書
』（
一
九
六
〇
年
）
は
、
実
際
に
福
島
、
富
山
、
福
井
、
愛
知
、
三
重
、
岡
山
、

広
島
、宮
崎
各
県
の
農
村
に
入
り
、読
書
を
め
ぐ
る
人
び
と
の
意
識
や
行
動
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
農
家
の
文
化
的
生
活
の
経
済
構
造
』

（
一
九
五
五
年
）、『
農
家
と
テ
レ
ビ
』（
一
九
六
〇
年
）
な
ど
は
映
画
、
観
劇
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
旅
行
、
パ
チ
ン
コ
な
ど
他
の
メ
デ
ィ

ア
や
娯
楽
と
の
比
較
の
な
か
で
、
読
書
と
い
う
行
為
の
特
性
を
年
齢
差
や
階
層
差
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
『
琉
球
に
お
け
る
家
の
光
読
者
調
査
』（
一
九
六
二
年
）
を
あ
わ
せ
る
と
、「
家
の
光
調
査
資
料
」
が
重
層
的
な
複
数
の
視
点
か
ら

農
村
文
化
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
本
資
料
選
で
は
、
長
野
県
下
高
井
郡
木
島
平
村
、
神
奈
川
県
中
郡
伊
勢
原

町
（
現
・
伊
勢
原
市
）
を
対
象
と
し
て
、
青
年
男
女
・
婦
人
・
農
村
指
導
者
・
高
齢
者
そ
れ
ぞ
れ
の
読
書
経
験
を
「
個
人
史
」
と
し
て

描
出
し
た
農
山
漁
村
文
化
協
会
編
・
発
行
の
『
農
民
と
読
書
』（
一
九
六
〇
年
）
も
収
録
し
た
。

　
本
資
料
選
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
家
の
光
協
会
が
い
か
な
る
読
書
運
動
を
実
践
し
た
の
か
を
探
る
点
に
あ
る
。
た
と
え
ば
『
家
の
光

文
化
手
帖
』（
一
九
五
〇
年
）
は
、
戦
後
改
革
期
に
お
け
る
読
書
運
動
の
特
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
「
図
書
予
約
購
読
組
合
を

訪
ね
て
」（『
図
書
予
約
購
読
組
合
月
報　
読
書
通
信
』（
一
九
五
九
―
六
一
年
）
は
、
全
国
二
五
カ
所
を
対
象
と
し
た
家
の
光
協
会
に
よ

る
読
書
運
動
が
、
農
村
の
現
場
で
い
か
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
戦
後
日
本
農
村
に
お
け
る
文
化
お
よ
び
文
化
運
動
史
に
関
す
る
研
究
は
、
歴
史
学
、
教
育
学
（
社
会
教
育
）、
図
書
館
学
、
文
学
、
社

会
学
な
ど
の
領
域
に
お
い
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
重
要
な
論
稿
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
選
の
強
み
は
、
男
性
／
女
性
、
子
ど
も
／

青
年
／
壮
年
／
高
齢
者
、
読
書
と
い
う
行
為
を
共
同
で
実
践
す
る
者
／
個
人
で
実
践
す
る
者
／
本
を
読
ま
な
い
者
な
ど
、
複
眼
的
な
視

点
を
も
っ
て
戦
後
農
村
文
化
を
め
ぐ
る
人
び
と
の
意
識
や
行
動
を
照
ら
す
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
が
、
戦
後
に
お
け
る
農
村
文
化

の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。�

（
さ
か
ぐ
ち 

ま
さ
ひ
こ
・
大
阪
商
業
大
学
准
教
授
）

■ 縁側で雑誌をみる（写真・熊谷元一「雑誌１」1953年。熊谷元一写真童画館提供）

● �
家
の
光
協
会
を
中
心
と
し
た
、
戦
後
（
一
九
五
〇
年
代
）
の
農
村
生
活
に
関
す
る
膨
大
な
調

査
資
料
群
か
ら
、
と
く
に
農
山
漁
村
の
精
神
の
あ
り
よ
う
を
伝
え
る
資
料
を
精
選
！

● �
映
画
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
、
新
聞
、
読
書
運
動
な
ど
文
化
と
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

ま
た
女
性
、
琉
球
、
都
市
な
ど
今
日
的
な
テ
ー
マ
の
調
査
か
ら
と
く
に
重
要
な
も
の
を
収
録
！

特 色

「
資
料 

戦
後
日
本
の
農
業
と
地
域
」刊
行
開
始
に
あ
た
っ
て

安
岡
健
一 

編
者
代
表

戦
後
農
業
資
料
の
発
掘
と
新
た
な
読
解
に
期
待
す
る
─
─『
資
料 

戦
後
日
本
の
農
業
と
地
域
』刊
行
に
寄
せ
て
─
─

大
門
正
克

※ 

安
岡
、
大
門
両
氏
の
文
章
は
『
復
刻
版
日
本
４
Ｈ
新
聞
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
一
部
改
変
し
て
転
載
。

収
録
内
容
一
覧   

＊
表
記
の
な
い
も
の
は
、
家
の
光
協
会
の
編
集
・
発
行
に
よ
る
。

Ⅰ
．
家
の
光
協
会
に
よ
る
調
査
資
料

第１巻

調
査
室
報
第
７
集　
全
国
農
村
読
書
調
査
報
告

１
９
５
０・
11

■ �

一
道
一
〇
県
か
ら
選
定
さ
れ
た
一
一
町
村
の
男
性
一
九
五
名
、
女
性
一
〇
七
名
に
面
接
法
に
よ
り
調
査
。「
い
わ
ゆ
る
読
書
人
」
を
対
象
と
せ
ず
一
般
農
村
人
を
選
ん

だ
と
い
う
。

農
村
児
童
と
マ
ス・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　
ラ
ジ
オ・新
聞・映
画・雑
誌

家
の
光
調
査
資
料
第
27
号

１
９
５
４・
７

■ �

岩
手
、
埼
玉
、
愛
知
、
岡
山
各
県
の
一
村
の
中
学
二
年
生
、
男
子
一
一
六
名
、
女
子
一
〇
八
名
が
対
象
。
農
村
地
域
に
お
け
る
「
巡
回
映
画
」
の
存
在
の
大
き
さ
を
指

摘
。
そ
し
て
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
「
彼
等
が
ほ
と
ん
ど
ラ
ジ
オ
の
中
で
生
活
し
て
」
い
る
と
強
く
批
判
。

農
村
に
お
け
る
雑
誌
読
者
の
生
態
に
関
す
る
考
察　
家
の
光
調
査
資
料
第
29
号

１
９
５
４・
12

■ �

本
報
告
は
雑
誌
読
者
に
焦
点
を
あ
て
、
雑
誌
ご
と
に
「
雑
誌
読
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
を
考
察
。
農
業
雑
誌
の
愛
読
者
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
、
経
営
規
模
の
大

き
な
専
業
農
家
で
30
歳
前
後
の
「
研
究
心
の
旺
盛
な
模
範
青
年
」
が
多
い
と
す
る
。

農
家
の
文
化
的
生
活
の
経
済
構
造　
家
の
光
研
究
資
料
第
２
号

１
９
５
５・
３

■ �

農
林
省
『
物
財
統
計
報
告
』（
１
９
５
２
年
）
に
基
づ
き
、
農
家
の
「
文
化
的
消
費
」
に
着
目
。
そ
れ
は
都
市
家
計
の
１
/
２
以
下
で
あ
り
、
所
得
に
応
じ
た
地
域
差

が
あ
る
と
指
摘
。「
社
寺
巡
り
」
の
出
費
の
多
さ
、
パ
チ
ン
コ
の
流
入
へ
の
警
戒
感
が
強
く
描
か
れ
る
。

第２巻

農
村
人
の
都
市
観
に
関
す
る
調
査　
家
の
光
調
査
資
料
第
34
号

１
９
５
６・
２

■ �

農
村
は
都
市
生
活
を
ど
う
見
て
い
た
か
が
テ
ー
マ
。
家
督
相
続
ラ
イ
ン
か
ら
外
さ
れ
、「
封
建
制
の
圧
迫
」
に
苦
し
む
女
子
は
、
現
代
と
同
様
に
「
都
会
に
出
た
い
と

い
う
願
望
」
が
強
く
存
在
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

農
村
調
査
報
告
書　
新
聞
，
ラ
ジ
オ
，
映
画
，
雑
誌
に
関
す
る
調
査

（
昭
和
32
年
７
月
）（
関
東
地
区
マ
ス
・
コ
ミ
共
同
調
査
研
究
会
編
・
発
行
）

１
９
５
７・
７

■ �

家
の
光
協
会
は
じ
め
東
映
、
ラ
ジ
オ
東
京
、
毎
日
新
聞
社
、
文
化
放
送
が
行
っ
た
共
同
調
査
研
究
。
関
東
圏
（
神
奈
川
県
除
く
）
の
23
町
村
・
７
５
１
世
帯
が
対
象
。

映
画
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
ご
と
に
性
別
に
よ
る
頻
度
、
動
機
、
傾
向
な
ど
を
細
か
く
分
析
。

農
村
婦
人
の
労
働
と
読
書　
家
の
光
調
査
資
料
第
50
号

１
９
６
０・
１

■ �「
農
村
婦
人
の
実
情
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
は
…
…
大
き
な
意
義
」
を
も
つ
と
す
る
本
資
料
は
、
岡
山
、
福
井
、
福
島
、
愛
知
４
県
の
一
農
村
の
18
〜
60
歳
ま
で
の
農

家
女
性
を
対
象
と
す
る
。
高
齢
女
性
の
動
向
に
も
め
く
ば
り
し
た
１
３
０
頁
に
及
ぶ
充
実
し
た
内
容
。

第３巻

農
家
と
テ
レ
ビ　
家
の
光
調
査
資
料
第
52
号

１
９
６
０・
６

■ �

本
精
選
で
は
テ
レ
ビ
に
関
す
る
二
つ
の
調
査
を
収
録
。
こ
こ
は
大
阪
、
神
奈
川
、
広
島
、
富
山
の
四
府
県
の
四
二
二
世
帯
・
一
二
〇
九
名
を
対
象
と
す
る
。「
テ
レ
ビ

の
あ
る
家
に
子
供
が
毎
晩
で
か
け
て
い
く
」
迷
惑
を
気
兼
ね
し
て
の
購
入
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

テ
レ
ビ
と
読
書　
家
の
光
調
査
資
料
第
55
号

１
９
６
１・
６

■ �

宮
城
、
埼
玉
、
兵
庫
、
福
岡
四
県
の
三
八
一
世
帯
・一
一
一
〇
名
が
対
象
。
テ
レ
ビ
が
ラ
ジ
オ
に
と
っ
て
替
わ
る
さ
ま
、
新
聞
購
読
は
さ
ほ
ど
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
、

テ
レ
ビ
の
普
及
に
よ
っ
て
『
家
の
光
』
か
ら
読
者
が
離
れ
た
と
い
う
結
果
が
記
さ
れ
る
。

琉
球
に
お
け
る
家
の
光
読
者
調
査　
家
の
光
調
査
資
料
第
58
号

１
９
６
２・
２

■ �

占
領
下
沖
縄
に
お
け
る
「
家
の
光
」
読
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
貴
重
な
資
料
。『
家
の
光
』
購
読
者
は
当
時
の
沖
縄
で
は
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
。「
本
土
の
事
情
が

わ
か
る
か
ら
」
と
い
う
事
情
で
購
読
し
た
農
家
も
多
か
っ
た
。

Ⅱ
．『
家
の
光
』
購
読
者
に
よ
る
読
書
運
動

第３巻

家
の
光
文
化
手
帖　
１
９
５
０
年
版

１
９
５
０・
６

■ �『
家
の
光
文
化
手
帖
』
は
Ｂ
６
、
Ｂ
７
判
の
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
年
一
部
発
行
さ
れ
た
。
家
の
光
の
事
業
や
組
織
、
普
及
例
、
購
読
案
内
は
も
ち
ろ
ん
、
読
書
会
の
方

法
や
実
例
、
文
庫
運
営
の
実
際
な
ど
、
読
書
運
動
を
推
し
進
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

図
書
予
約
購
読
組
合
を
訪
ね
て  

１
〜
25 （『
図
書
予
約
購
読
組
合
月
報　
読
書
通
信
』
連
載
記
事
）

１
９
５
９-

６
１

■ �「
図
書
予
約
購
読
組
合
」
と
は
、
家
の
光
協
会
発
行
図
書
を
定
期
購
入
す
る
仕
組
み
。
そ
こ
に
同
送
さ
れ
た
月
報
の
『
読
書
通
信
』
か
ら
、
各
地
の
組
合
の
様
子
が
わ

か
る
連
載
、「
図
書
予
約
購
読
組
合
を
訪
ね
て
」
全
25
回
を
収
録
。
そ
の
対
象
は
東
北
、
関
東
、
北
陸
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
地
方
に
及
ぶ
。

Ⅲ
．
そ
の
他
の
読
書
調
査

第４巻

農
民
と
読
書　
農
村
読
書
調
査
の
報
告　
農
村
文
化
運
動
資
料

（
農
山
漁
村
文
化
協
会
編
・
発
行
）

１
９
６
０

■ �

農
山
漁
村
文
化
協
会
に
よ
る
二
地
域
に
お
け
る
報
告
。
農
民
と
読
書
と
の
「
か
ら
み
あ
い
」
を
調
査
し
た
と
い
う
長
野
県
下
高
井
郡
木
島
平
村
中
町
の
事
例
と
、「
生

産
と
読
書
の
問
題
に
切
り
こ
」
ん
だ
と
い
う
神
奈
川
県
伊
勢
原
町
太
田
地
区
（
当
時
）
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

農
村
読
書
運
動
の
試
み
（
鹿
児
島
県
図
書
館
協
会
編
・
発
行
）

１
９
５
８

■ �

鹿
児
島
県
指
宿
市
、
出
水
市
、
国
分
市
、
蒲
生
町
、
鹿
屋
市
、
知
覧
町
の
各
図
書
館
で
地
域
の
読
書
状
況
を
報
告
。
読
書
グ
ル
ー
プ
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
活
動
の
原
動

力
で
あ
り
、
単
な
る
読
書
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
、
そ
う
し
た
姿
勢
が
う
か
が
え
る
重
要
な
資
料
。



私
た
ち
の
文
化
を
鍛
え
な
お
す
資
料

藤
原
辰
史

　
「
農
村
と
文
化
」、
胸
が
踊
る
タ
イ
ト
ル
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
都
市
の
文
化
が
必
ず

し
も
元
気
と
は
い
え
な
い
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
農
村
か
ら
発
信
さ
れ
る
演
劇
、

小
説
、
マ
ン
ガ
、
映
画
、
思
想
な
ど
へ
の
期
待
が
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
る
と

私
は
観
察
し
て
い
る
か
ら
だ
。
新
時
代
の
文
化
を
創
造
し
、
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
は
、
そ
れ
を
動
か
す
も
の
の
正
体
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
村
に
活
字

表
現
文
化
が
広
ま
っ
て
い
く
過
程
、
つ
ま
り
、
活
字
へ
の
熱
烈
な
欲
望
が
ふ
つ
ふ

つ
と
湧
き
立
っ
て
い
た
時
代
を
追
体
験
す
る
と
い
う
歴
史
的
営
み
に
は
、
以
上
の

よ
う
な
今
日
的
課
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
『
農
村
と
文
化　
家
の
光
協
会
調
査
資
料
選
』
全
４
巻
は
戦
後
、
と
く
に

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
前
後
の
農
村
を
生
き
た
人
び
と
が
、
活
字
文
化
を
い

か
に
受
容
し
、
自
分
の
生
活
を
い
か
に
前
進
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
を
知
る
た
め

の
貴
重
な
調
査
を
ま
と
め
て
い
る
。農
村
文
化
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
た『
家
の
光
』

と
い
う
雑
誌
が
調
査
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
使
用
価
値
は
い
っ
そ
う
高
い
。

　
多
く
の
家
族
の
命
を
戦
争
に
差
し
出
し
た
当
時
の
農
村
の
人
び
と
が
、
そ
の
傷

跡
を
癒
す
間
も
な
く
、
突
如
と
し
て
民
主
主
義
の
坩
堝
に
投
じ
ら
れ
、
新
し
い
生

活
を
は
じ
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
時
代
。彼
ら
の
悩
み
や
興
奮
を
知
る
こ
と
は
、「
私

た
ち
に
と
っ
て
の
戦
後
と
は
何
か
」
と
い
う
根
源
的
な
歴
史
的
・
思
想
的
課
題
に

取
り
組
む
う
え
で
欠
か
せ
な
い
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
資
料
選
が
収
め
た

調
査
報
告
書
の
そ
こ
こ
こ
に
は
、
各
世
代
の
、
と
り
わ
け
あ
ま
り
拾
い
上
げ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
女
性
た
ち
の
生
々
し
い
声
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代

の
歴
史
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
映
画
、
演
劇
、
さ
ら
に
は
マ
ン
ガ
や
小
説
の
表
現

者
た
ち
に
も
大
い
に
役
立
つ
と
想
像
し
て
い
る
。

　
文
化
史
研
究
の
営
み
と
は
、
娯
楽
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
激
動
の
時
代
を
生
き
る
「
精
神
的
構
え
」
が
ど
う
い
う
困
難
と
出
会
い
、

鍛
え
ら
れ
、作
り
な
お
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。時
代
と
人
間
の
切
り
結
び
方
を
こ
そ
、

探
究
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
坂
口
正
彦
に
よ
る
農
業
史
研
究
の
膨
大

な
蓄
積
と
鋭
い
視
角
が
滲
み
出
た
懇
切
な
解
説
を
羅
針
盤
と
し
て
、
過
去
を
知
り
、

今
後
の
文
化
の
鍛
え
な
お
し
の
方
策
を
探
っ
て
み
た
い
。

�

（
ふ
じ
は
ら 

た
つ
し
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）

■ 農山漁村での広範な読者獲得と啓蒙運動のため、年次刊行された『家の光文
化手帖』。左は「家の光文化事業の活躍」としてまとめられたイラスト（1954
年版『家の光文化手帖』より）。生活改善集会、講演会、読書会、大会など活動
の要点と、協会から都道府県農協中央会、町村農協、家の光普及委員を経て読
者に至る道筋が描かれる。

■ �カバヤ食品の宣伝カーを囲む子どもたち 
（写真・熊谷元一「カバヤ」1953年。熊谷元一写真童画館提供）

収
録
内
容
一
覧   

＊
表
記
の
な
い
も
の
は
、
家
の
光
協
会
の
編
集
・
発
行
に
よ
る
。

Ⅰ
．
家
の
光
協
会
に
よ
る
調
査
資
料

第１巻

調
査
室
報
第
７
集　
全
国
農
村
読
書
調
査
報
告

１
９
５
０・
11

■ �

一
道
一
〇
県
か
ら
選
定
さ
れ
た
一
一
町
村
の
男
性
一
九
五
名
、
女
性
一
〇
七
名
に
面
接
法
に
よ
り
調
査
。「
い
わ
ゆ
る
読
書
人
」
を
対
象
と
せ
ず
一
般
農
村
人
を
選
ん

だ
と
い
う
。

農
村
児
童
と
マ
ス・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　
ラ
ジ
オ・新
聞・映
画・雑
誌

家
の
光
調
査
資
料
第
27
号

１
９
５
４・
７

■ �

岩
手
、
埼
玉
、
愛
知
、
岡
山
各
県
の
一
村
の
中
学
二
年
生
、
男
子
一
一
六
名
、
女
子
一
〇
八
名
が
対
象
。
農
村
地
域
に
お
け
る
「
巡
回
映
画
」
の
存
在
の
大
き
さ
を
指

摘
。
そ
し
て
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
「
彼
等
が
ほ
と
ん
ど
ラ
ジ
オ
の
中
で
生
活
し
て
」
い
る
と
強
く
批
判
。

農
村
に
お
け
る
雑
誌
読
者
の
生
態
に
関
す
る
考
察　
家
の
光
調
査
資
料
第
29
号

１
９
５
４・
12

■ �

本
報
告
は
雑
誌
読
者
に
焦
点
を
あ
て
、
雑
誌
ご
と
に
「
雑
誌
読
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
を
考
察
。
農
業
雑
誌
の
愛
読
者
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
、
経
営
規
模
の
大

き
な
専
業
農
家
で
30
歳
前
後
の
「
研
究
心
の
旺
盛
な
模
範
青
年
」
が
多
い
と
す
る
。

農
家
の
文
化
的
生
活
の
経
済
構
造　
家
の
光
研
究
資
料
第
２
号

１
９
５
５・
３

■ �

農
林
省
『
物
財
統
計
報
告
』（
１
９
５
２
年
）
に
基
づ
き
、
農
家
の
「
文
化
的
消
費
」
に
着
目
。
そ
れ
は
都
市
家
計
の
１
/
２
以
下
で
あ
り
、
所
得
に
応
じ
た
地
域
差

が
あ
る
と
指
摘
。「
社
寺
巡
り
」
の
出
費
の
多
さ
、
パ
チ
ン
コ
の
流
入
へ
の
警
戒
感
が
強
く
描
か
れ
る
。

第２巻

農
村
人
の
都
市
観
に
関
す
る
調
査　
家
の
光
調
査
資
料
第
34
号

１
９
５
６・
２

■ �

農
村
は
都
市
生
活
を
ど
う
見
て
い
た
か
が
テ
ー
マ
。
家
督
相
続
ラ
イ
ン
か
ら
外
さ
れ
、「
封
建
制
の
圧
迫
」
に
苦
し
む
女
子
は
、
現
代
と
同
様
に
「
都
会
に
出
た
い
と

い
う
願
望
」
が
強
く
存
在
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

農
村
調
査
報
告
書　
新
聞
，
ラ
ジ
オ
，
映
画
，
雑
誌
に
関
す
る
調
査

（
昭
和
32
年
７
月
）（
関
東
地
区
マ
ス
・
コ
ミ
共
同
調
査
研
究
会
編
・
発
行
）

１
９
５
７・
７

■ �

家
の
光
協
会
は
じ
め
東
映
、
ラ
ジ
オ
東
京
、
毎
日
新
聞
社
、
文
化
放
送
が
行
っ
た
共
同
調
査
研
究
。
関
東
圏
（
神
奈
川
県
除
く
）
の
23
町
村
・
７
５
１
世
帯
が
対
象
。

映
画
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
ご
と
に
性
別
に
よ
る
頻
度
、
動
機
、
傾
向
な
ど
を
細
か
く
分
析
。

農
村
婦
人
の
労
働
と
読
書　
家
の
光
調
査
資
料
第
50
号

１
９
６
０・
１

■ �「
農
村
婦
人
の
実
情
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
は
…
…
大
き
な
意
義
」
を
も
つ
と
す
る
本
資
料
は
、
岡
山
、
福
井
、
福
島
、
愛
知
４
県
の
一
農
村
の
18
〜
60
歳
ま
で
の
農

家
女
性
を
対
象
と
す
る
。
高
齢
女
性
の
動
向
に
も
め
く
ば
り
し
た
１
３
０
頁
に
及
ぶ
充
実
し
た
内
容
。

第３巻

農
家
と
テ
レ
ビ　
家
の
光
調
査
資
料
第
52
号

１
９
６
０・
６

■ �

本
精
選
で
は
テ
レ
ビ
に
関
す
る
二
つ
の
調
査
を
収
録
。
こ
こ
は
大
阪
、
神
奈
川
、
広
島
、
富
山
の
四
府
県
の
四
二
二
世
帯
・
一
二
〇
九
名
を
対
象
と
す
る
。「
テ
レ
ビ

の
あ
る
家
に
子
供
が
毎
晩
で
か
け
て
い
く
」
迷
惑
を
気
兼
ね
し
て
の
購
入
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

テ
レ
ビ
と
読
書　
家
の
光
調
査
資
料
第
55
号

１
９
６
１・
６

■ �

宮
城
、
埼
玉
、
兵
庫
、
福
岡
四
県
の
三
八
一
世
帯
・一
一
一
〇
名
が
対
象
。
テ
レ
ビ
が
ラ
ジ
オ
に
と
っ
て
替
わ
る
さ
ま
、
新
聞
購
読
は
さ
ほ
ど
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
、

テ
レ
ビ
の
普
及
に
よ
っ
て
『
家
の
光
』
か
ら
読
者
が
離
れ
た
と
い
う
結
果
が
記
さ
れ
る
。

琉
球
に
お
け
る
家
の
光
読
者
調
査　
家
の
光
調
査
資
料
第
58
号

１
９
６
２・
２

■ �

占
領
下
沖
縄
に
お
け
る
「
家
の
光
」
読
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
貴
重
な
資
料
。『
家
の
光
』
購
読
者
は
当
時
の
沖
縄
で
は
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
。「
本
土
の
事
情
が

わ
か
る
か
ら
」
と
い
う
事
情
で
購
読
し
た
農
家
も
多
か
っ
た
。

Ⅱ
．
家
の
光
協
会
に
よ
る
読
書
運
動

第３巻

家
の
光
文
化
手
帖　
１
９
５
０
年
版

１
９
５
０・
６

■ �『
家
の
光
文
化
手
帖
』
は
Ｂ
６
、
Ｂ
７
判
の
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
年
一
部
発
行
さ
れ
た
。
家
の
光
の
事
業
や
組
織
、
普
及
例
、
購
読
案
内
は
も
ち
ろ
ん
、
読
書
会
の
方

法
や
実
例
、
文
庫
運
営
の
実
際
な
ど
、
読
書
運
動
を
推
し
進
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

図
書
予
約
購
読
組
合
を
訪
ね
て  

１
〜
25 （『
図
書
予
約
購
読
組
合
月
報　
読
書
通
信
』
連
載
記
事
）

１
９
５
９-

６
１

■ �「
図
書
予
約
購
読
組
合
」
と
は
、
家
の
光
協
会
発
行
図
書
を
定
期
購
入
す
る
仕
組
み
。
そ
こ
に
同
送
さ
れ
た
月
報
の
『
読
書
通
信
』
か
ら
、
各
地
の
組
合
の
様
子
が
わ

か
る
連
載
、「
図
書
予
約
購
読
組
合
を
訪
ね
て
」
全
25
回
を
収
録
。
そ
の
対
象
は
東
北
、
関
東
、
北
陸
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
地
方
に
及
ぶ
。

Ⅲ
．
そ
の
他
の
読
書
調
査

第４巻

農
民
と
読
書　
農
村
読
書
調
査
の
報
告　
農
村
文
化
運
動
資
料

（
農
山
漁
村
文
化
協
会
編
・
発
行
）

１
９
６
０

■ �

農
山
漁
村
文
化
協
会
に
よ
る
二
地
域
に
お
け
る
報
告
。
農
民
と
読
書
と
の
「
か
ら
み
あ
い
」
を
調
査
し
た
と
い
う
長
野
県
下
高
井
郡
木
島
平
村
中
町
の
事
例
と
、「
生

産
と
読
書
の
問
題
に
切
り
こ
」
ん
だ
と
い
う
神
奈
川
県
伊
勢
原
町
太
田
地
区
（
当
時
）
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

農
村
読
書
運
動
の
試
み
（
鹿
児
島
県
図
書
館
協
会
編
・
発
行
）

１
９
５
８

■ �

鹿
児
島
県
指
宿
市
、
出
水
市
、
国
分
市
、
蒲
生
町
、
鹿
屋
市
、
知
覧
町
の
各
図
書
館
で
地
域
の
読
書
状
況
を
報
告
。
読
書
グ
ル
ー
プ
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
活
動
の
原
動

力
で
あ
り
、
単
な
る
読
書
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
、
そ
う
し
た
姿
勢
が
う
か
が
え
る
重
要
な
資
料
。

◎読書会の開きかた

◎東京へ行ったことがあるか？

◎朝、スイッチを
入れる人は？
ラジオ番組の
選択権は誰に？

――農村の青年は、以前であれば是が非でも都会に出たい、離村したいと
考えてきたが、現在（1956年）の農村の人は「漫然と都会に憧れてはいない」
という。ここでは農村の人びとが都会をどう見ているかを調べて、「逆も
真なり」と農村社会の実情に迫る。ほとんどの農村人は、すでに東京や大
阪などの大都市を経験していた。

――新聞、ラジオ、映画、雑誌、つ
まりメディアに関する放送・新聞各
社による合同調査。朝起きて、ラジ
オのスイッチを入れるのは主婦が最
も多いが、夜間の番組は子どもたち
がその主導権を握っているという。
本調査に限らず、メディアとの接し
方については年齢・性別・収入など
の属性に加え、「つまらなかった映
画」「余暇に何をするか」など詳細な
質問項目が並ぶ。1950年代の農村
における生活のリアルが、まざまざ
とよみがえってくる。

――家の光協会は積極的に農村地域のリテラシー向上に努めた。購読
案内はもちろん、読書会の方法や実例を紹介し、文庫運営の実際を『文
化手帖』などのツールによって展開した。

■『家の光文化手帖』
1950年版（家の光協
会、1950年、第３巻
収録）

■『農村調査報告書 新聞、ラジオ、映画、雑誌
に関する調査』（関東地区マス・コミ共同調査研
究会、1957年、第２巻収録）

■『農村人の都市観に関す
る調査』調査資料第34号

（ 家 の 光 協 会、1956年、
第２巻収録）


